
2018・3 AFCフォーラム　3

　
栄
え
あ
る
総
合
優
勝

　
「
出
品
団
体
賞
は
、鹿
児
島
県
！
」

　

そ
の
瞬
間
、鹿
児
島
県
の
応
援
団
席
か
ら
は
、割
れ
ん

ば
か
り
の
歓
声
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た（
写
真
上
）。

　

全
国
和
牛
登
録
協
会
が
主
催
す
る「
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
」（
通
称
、全
共
）は
、五
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
和

牛
の
品
評
会
で
、全
国
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
を
一
堂
に
集
め
て

そ
の
優
秀
性
を
競
い
、和
牛
日
本
一
を
決
め
る
全
国
大
会

で
あ
る
。昨
年
九
月
に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
た
第
一
一
回

大
会
で
、鹿
児
島
県
が
栄
え
あ
る
総
合
優
勝
で
あ
る
出
品

団
体
賞
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

第
一
一
回
大
会
に
は
、全
国
か
ら
過
去
最
多
の
五
一
三

頭
が
出
品
さ
れ
、本
県
か
ら
は
、県
内
各
地
の
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
二
九
頭
を
出
品
、九
部
門
中
、四
部
門
で
一
位

を
受
賞
す
る
な
ど
、出
品
し
た
全
て
の
牛
が
上
位
六
席
に

入
賞
し
た（
写
真
下
）。

　

今
回
の
大
会
で
日
本
一
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、海
外
向

け
に
大
き
く
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
、二
〇
二
〇
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
お
い

て
、「
日
本
一
の
和
牛
」と
し
て
紹
介
で
き
る
。和
牛
の
飼

養
頭
数
日
本
一
を
誇
り
、海
外
へ
の
牛
肉
の
輸
出
量
も
全

国
有
数
で
あ
る
本
県
に
と
っ
て
は
、何
と
し
て
も
獲
得
し

た
い
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ
た
。

　

出
品
団
体
賞
は
、第
九
回
大
会（
二
〇
〇
七
年
）、第
一

〇
回
大
会（
二
〇
一
二
年
）と
も
に
宮
崎
県
が
獲
得
し
て

お
り
、鹿
児
島
県
は
二
位
で
あ
っ
た
。

　
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
万
全
の
対
策

　

そ
こ
で
本
県
の
第
一
一
回
大
会
の
主
な
出
品
対
策
と

し
て
は
、牛
の
姿
・
形
を
審
査
す
る「
種
牛
の
部
」に
つ
い

て
は
、特
に
優
良
な
繁
殖
用
の
雌
子
牛
を
県
内
に
保
留

す
る
た
め
の
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、農
家
の
方
々
に
対

し
て
は
Ｊ
Ａ
な
ど
の
指
導
員
を
通
じ
て
、き
め
細
か
な
飼

養
管
理
指
導
や
、牛
の
調
教
方
法
な
ど
の
習
熟
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、肥
育
牛
の
肉
質
を
審
査
す
る「
肉
牛
の
部
」に

つ
い
て
は
、受
精
卵
移
植
技
術
な
ど
を
活
用
し
て
生
産

さ
れ
た
候
補
牛
を
、県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
農
家
で
肥
育

し
、超
音
波
肉
質
診
断
な
ど
を
踏
ま
え
た
管
理
指
導
の

徹
底
を
図
っ
た
。

　

さ
ら
に
、今
回
の
宮
城
会
場
ま
で
は
一
〇
〇
〇
㌔
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
遠
距
離
で
あ
っ
た
。出
品
牛
の
輸
送
ス
ト

レ
ス
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、事
前
に
搬
送
試
験
を
行

い
課
題
を
確
認
し
た
上
で
、搬
送
前
に
栄
養
補
助
飼
料

な
ど
を
与
え
た
り
、運
搬
車
に
ミ
ス
ト
付
送
風
機
を
設

置
し
て
暑
さ
対
策
を
施
す
と
と
も
に
、県
職
員
の
獣
医

師
が
ト
ラ
ッ
ク
に
同
乗
し
、搬
送
中
の
出
品
牛
の
健
康
管

理
に
も
気
を
配
る
な
ど
、万
全
の
対
策
を
講
じ
た
。

　
特
集
　
1
を
1
0
0
に
変
え
た
連
携
力
　

和
牛
日
本
一
を
手
に「
チ
ー
ム
鹿
児
島
」の
悲
願

畜
産
王
国
と
呼
ば
れ
て
き
た
鹿
児
島
県
産
の
和
牛
が
、和
牛
品
評
会
の「
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
」で
総
合
優
勝
を
獲
得
し
話
題
を
呼
ぶ
。五
年
に一度
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

昨
年
九
月
、全
国
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
を
一堂
に
集
め
優
秀
性
を
競
い
、文
字
通
り
和
牛
日
本

一を
競
っ
た
。長
い
苦
節
の
後
、手
に
し
た
日
本
一の
背
景
を
、担
当
者
の一人
が
明
か
す
。

鹿児島県農政部畜産課長

佐々木 幸良 Yukiyoshi Sasaki

ささき ゆきよし
1960年鹿児島県生まれ。鹿児島大学大学院修了。86年鹿児
島県入庁。畜産課家畜防疫対策監を経て、2015年より現職。
鹿児島県畜産のさらなる発展のため生産基盤の維持・拡大、
国内外への販路拡大などに積極的に取り組んでいる。

緊
急
報
告
！
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特集　1を100に変えた連携力

る
。

　

こ
の
和
牛
の
大
産
地
と
い
う
優
位
性
と
先
端
技
術
を

活
か
し
、産
肉
能
力
に
優
れ
た
種
雄
牛
造
成
と
優
良
雌
牛

の
増
殖
や
銘
柄
統
一
に
よ
る
認
知
度
向
上
な
ど
生
産
者
、

県
、民
間
企
業
な
ど
の
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て「
鹿
児

島
黒
牛
」づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
「
鹿
児
島
黒
牛
」は
全
国
有
数
の
肉
用
牛
産
地
で
あ
る

九
州
で
開
催
さ
れ
る「
九
州
管
内
系
統
和
牛
枝
肉
共
励

会
」に
お
い
て
、一
二
～
一
六
年
ま
で
の
直
近
五
年
間
で
団

体
の
部
の
優
勝
を
三
回
、個
人
の
部
の
金
賞（
農
林
水
産

大
臣
賞
）を
四
回
受
賞
す
る
な
ど
、全
国
的
な
認
知
度
を

有
し
て
い
る
。

　

こ
の
レ
ベ
ル
に
至
る
ま
で
に
は
、本
県
の
畜
産
農
家
は

　

前
回
大
会
か
ら
五
年
間
、こ
の
よ
う
に
総
合
優
勝
を
獲

得
す
る
た
め
、生
産
者
を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体
が
一

致
団
結
し
て
尽
力
し
て
き
た
。今
回
の
出
品
団
体
賞
は
、

「
チ
ー
ム
鹿
児
島
」の
勝
利
と
言
え
る
。

　
官
民
一
体
で
遺
伝
的
改
良

　

黒
毛
和
種
で
あ
る「
鹿
児
島
黒
牛
」は
、安
全
な
飼
料
を

使
っ
て
一
頭
一
頭
丹
精
込
め
て
丁
寧
に
育
て
ら
れ
、き
め

細
や
か
な
柔
ら
か
い
肉
質
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
霜
降
り

が
特
徴
で
あ
る
。

　

鹿
児
島
県
は
、黒
毛
和
種
の
生
産
量
で
全
国
一
を
誇
っ

て
お
り
、二
〇
一
五
年
現
在
で
、肉
用
繁
殖
雌
牛
は
一
一
万

三
〇
〇
〇
頭
、肉
用
肥
育
牛
は
一
二
万
九
六
〇
〇
頭
で
あ

も
と
よ
り
、肉
用
牛
の
改
良
お
よ
び
飼
養
管
理
技
術
の
双

方
の
レ
ベ
ル
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
関
係
者
の
並
々

な
ら
ぬ「
鹿
児
島
黒
牛
」に
対
す
る
情
熱
が
あ
っ
た
。こ
こ

に
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
は
、肉
用
牛
改
良
の
面
で
あ
る
が
、一
九
六
〇
年

代
ま
で
は
、肉
質
が
あ
ま
り
良
い
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、種
雄
牛
の
少
数
精
鋭
化
の
た
め
、県

有
化
・
集
中
管
理
化
を
推
進
し
、六
二
年
に
は
肝
属
地
区
、

七
一
年
に
は
曽
於
地
区
、七
二
年
に
は
姶
良
地
区
の
三
地

区
に
お
い
て
、県
有
種
雄
牛
の
集
中
管
理
を
開
始
し
た
。

ま
た
、県
有
種
雄
牛
の
一
元
管
理
を
実
施
す
る
た
め
、九

四
年
に「
県
肉
用
牛
改
良
研
究
所
」を
設
立
し
、「
鹿
児
島

黒
牛
」の
一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
た
め
、遺
伝

子
解
析
や
受
精
卵
移
植
な
ど
の
先
端
技
術
を
駆
使
し
、産

肉
能
力
に
優
れ
た
種
雄
牛
造
成
と
優
良
雌
牛
の
増
殖
、凍

結
精
液
の
分
譲
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

ま
た
、本
県
に
お
い
て
は
、民
間
の
種
雄
牛
管
理
者
も

存
在
し
て
お
り
、八
五
年
に
は
県
種
雄
牛
協
会
が
設
立
さ

れ
、県
と
一
体
と
な
っ
て
、本
県
肉
用
牛
の
改
良
方
針
の

検
討
や「
鹿
児
島
黒
牛
」の
銘
柄
確
立
を
図
っ
て
お
り
、県

種
雄
牛
協
会
の
一
五
会
員
が
凍
結
精
液
の
分
譲
を
行
っ

て
い
る
。

　

な
お
、二
〇
一
六
年
に
お
い
て
、県
内
の
繁
殖
雌
牛
に

交
配
さ
れ
る
種
雄
牛
の
割
合
は
、県
有
種
雄
牛
と
県
内
民

間
種
雄
牛
で
約
九
九
％
を
占
め
て
い
る
。

　
統
一
飼
養
管
理
が
定
着

　

次
に
、飼
養
管
理
技
術
の
面
だ
が
、ウ
ル
グ
ア
イ・ラ
ウ

ン
ド
農
業
合
意
に
よ
る
牛
肉
の
自
由
化
や
関
税
引
き
下

げ
、景
気
の
低
迷
な
ど
、肉
用
牛
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
し
て
い
く
中
、本
県
に
お
い
て
は
、一
九
九
五

全共で「鹿児島黒牛」の健闘に歓喜する鹿児島県応援団

若雌の部で１位に輝いた「金華勝」号
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緊急報告！　和牛日本一を手に「チーム鹿児島」の悲願

年
に
、肉
用
牛
に
関
係
す
る
県
や
鹿
児
島
県
経
済
農
業
協

同
組
合
連
合
会（
以
下
、県
経
済
連
）、全
国
和
牛
登
録
協

会
鹿
児
島
県
支
部（
以
下
、和
牛
登
録
協
会
県
支
部
）、鹿

児
島
県
畜
産
協
会（
以
下
、県
畜
産
協
会
）な
ど
の
全
て
の

機
関
や
団
体
で
構
成
す
る「
鹿
児
島
県
肉
用
牛
振
興
協
議

会
」（
以
下
、肉
振
協
）を
設
立
し
、統
一
的
な
指
導
方
針
の

下
に
、総
合
的
な
指
導
・
対
策
を
推
進
す
る
体
制
を
整
備

し
た
。

　

肉
振
協
に
お
い
て
は
、九
七
年
に
県
内
の
繁
殖
農
家
を

対
象
と
し
て「
黒
毛
和
種
子
牛
育
成
の
手
引
き
」な
ど
を

作
成
、こ
れ
に
よ
り
、肥
育
農
家
が
求
め
る
子
牛
づ
く
り

を
推
進
し
た
。

　

翌
九
八
年
に
は
、県
内
の
肥
育
農
家
を
対
象
に
、基
本

的
な
飼
養
管
理
や
発
育
生
理
、ビ
タ
ミ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

疾
病
、飼
料
成
分
な
ど
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た「
効
率

的
な
牛
肉
生
産
を
目
指
し
て（
黒
毛
和
種
肥
育
）」を
作
成

し
、普
及・定
着
を
図
り
な
が
ら
、「
鹿
児
島
黒
牛
」の
肉
質

向
上
に
つ
な
げ
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、二
〇
〇
四
年
に
は
、県
畜
産
試
験
場
に
お
け

る
試
験
研
究
成
果
や
栄
養
管
理
の
進
展
な
ど
を
踏
ま
え
、

繁
殖
農
家
向
け
の「
黒
毛
和
種
子
牛
育
成
の
手
引
き
」を

改
訂
し
、新
た
な「
子
牛
育
成
飼
料
給
与
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を

作
成
す
る
な
ど
、普
及
・
定
着
を
図
っ
た
。こ
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
よ
り
育
成
さ
れ
た
子
牛
を
肥
育
素
牛
と
し
て
出
荷

さ
れ
た
枝
肉
成
績
は
、枝
肉
重
量
や
脂
肪
交
雑
が
上
が
る

な
ど
成
績
が
向
上
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、肉
振
協
で
は
、肉
用
牛
農
家
を
指
導
す
る
技

術
員
を
対
象
に
、毎
年「
若
手
技
術
員
研
修
会
」や「
中
堅

技
術
員
研
修
会
」な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、肥
育
農

家
や
技
術
員
な
ど
の
関
係
者
を
対
象
に
し
た
研
修
会
を

開
催
し
、生
産
技
術
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
遺
伝
的
改
良
お
よ
び
飼
養
管
理
技
術
の

向
上
に
よ
り
、県
産
和
牛
の
枝
肉
重
量
お
よ
び
上
物
率

（
五
段
階
格
付
け
の
う
ち
四
等
級
お
よ
び
五
等
級
の
割

合
）は
、表
の
通
り
こ
こ
一
〇
年
間
で
大
幅
に
改
善
し
て

い
る
。

　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
差
別
化
に
腐
心

　

次
に「
鹿
児
島
黒
牛
」と
い
う
名
称
だ
が
、県
産
和
牛
肉

の
銘
柄
統
一
は
、約
三
〇
年
前
で
あ
っ
た
。

　
一
九
六
三
年
わ
が
国
で
初
め
て
の「
産
地
食
肉
処
理
工

場
」で
あ
る
南
九
州
畜
産
興
業
株
式
会
社（
現
、株
式
会
社

ナ
ン
チ
ク
）の
設
立
な
ど
に
よ
り
、本
県
の
肉
用
牛
肥
育

も
発
展
し
て
き
た
。ナ
ン
チ
ク
は
、当
時
、大
消
費
地
に

あ
っ
た
食
肉
処
理
施
設
ま
で
の
生
体
輸
送
に
よ
る
デ
メ

リ
ッ
ト（
輸
送
中
の
目
減
り
、事
故
死
な
ど
）を
解
消
す
る

た
め
、豚
な
ど
の
生
体
を
枝
肉
や
カ
ッ
ト
肉
に
し
て
消
費

地
に
運
ぶ
わ
が
国
で
初
め
て
の「
産
地
食
肉
処
理
工
場
」

と
し
て
設
立
さ
れ
た
。こ
れ
を
機
に
、肉
用
子
牛
生
産
だ

け
で
な
く
、産
地
処
理
工
場
と
一
体
と
な
っ
た
肥
育
地
帯

と
し
て
も
発
展
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、肉
用
牛
の
大
半
を
占
め
る
黒
毛
和
種
の
銘
柄

が
未
統
一
で
あ
っ
た
た
め
、他
県
産
銘
柄
に
比
べ
て
評
価

が
低
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、県
経
済
連
お
よ
び
ナ
ン
チ
ク

は
、八
六
年
、鹿
児
島
産
和
牛
肉
の
銘
柄
の
統
一
と
販
売

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
鹿
児
島
黒
牛
黒
豚
銘
柄

販
売
促
進
協
議
会
」（
事
務
局
：
県
経
済
連
）を
設
立
し
た
。

そ
し
て
、そ
れ
ま
で「
鹿
児
島
牛
肉
」な
ど
と
称
さ
れ
て
い

た
県
産
和
牛
肉
に
つ
い
て
、統
一
銘
柄
と
し
て「
鹿
児
島

黒
牛
」と
命
名
し
、そ
の
使
用
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
後
、九
七
年
に「
鹿
児
島
黒
牛
マ
ー
ク
」を
商
標
登

録
し
、二
〇
〇
七
年
に
は「
鹿
児
島
黒
牛
」名
で
地
域
団
体

商
標
登
録
を
取
得
し
た
。

　

ま
た
、本
県
で
は
、一
定
基
準
以
上
の
品
質
と
量
を
確

保
し
、計
画
的
な
出
荷
が
行
わ
れ
、市
場
や
消
費
者
か
ら

高
い
評
価
を
得
て
い
る
産
品
を「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
指
定
し
て
お
り
、「
鹿
児
島
黒
牛
」に
つ
い
て
は
、一

九
九
二
年
に
指
定
さ
れ
た
。

　

県
は
県
経
済
連
な
ど
と
連
携
し
て
、ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
お
り
、さ
ら
に
、昨
年
一
二
月
一
五
日
に

は
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
産
品
と
し
て
の
差
別
化
に
有
効
な
、

地
理
的
表
示
保
護
制
度（
Ｇ
Ｉ
）に「
鹿
児
島
黒
牛
」が
登

録
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、県
や
県
経
済
連
、和
牛
登
録
協
会
県
支

部
、県
畜
産
協
会
な
ど
、「
鹿
児
島
黒
牛
」の
生
産
に
携
わ

る
関
係
機
関・団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、統
一
的
な
指
導
方

針
の
下
に
、生
産
技
術
の
向
上
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て

推
進
し
て
き
た
結
果
、現
在
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
受
賞

し
、「
鹿
児
島
黒
牛
」の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
と
全
国
的
な
評
価

を
受
け
る
に
至
っ
て
い
る
。

表　鹿児島県産和牛の枝肉重量および上 
　　物率の推移

※枝肉重量、上物率ともに去勢、雌の平均

区 分 2006年度 2016年度

枝肉重量（kg） 428 467

上物率（A4、5率） 39.5％ 68.0％
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出
品
団
体
賞
を
受
賞
し
、「
和
牛
日
本
一
」を
獲
得
し
た

こ
と
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

た
か
を
記
載
す
る
。

　

タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
た
後
は
、全
国
ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ

や
全
国
紙
で
の
広
告
の
他
、鹿
児
島
に
来
訪
さ
れ
る
国
内

外
の
方
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
鹿
児
島
空
港
や
Ｊ
Ｒ
鹿

児
島
中
央
駅
、東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
の
浜
松
町
駅
で
の
看
板

の
設
置
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用
し
て
積
極
Ｐ
Ｒ

を
展
開
し
て
い
る
。

　

昨
年
一
二
月
に
は
、Ｊ
Ａ
県
経
済
連
会
長
や
地
元
選
出

国
会
議
員
と
共
に
首
相
官
邸
を
訪
問
し
た
。安
倍
内
閣
総

理
大
臣
に「
鹿
児
島
黒
牛
」が「
和
牛
日
本
一
」に
な
っ
た

こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、「
最
優
秀
枝
肉
賞
」を
受
賞

し
た
牛
肉
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、首
相
か
ら
は

「
日
本
一
だ
と
い
う
こ
と
は
世
界
一
だ
」と
の
評
価
を
い
た

だ
い
た（
写
真
上
）。

　
日
本
産
海
外
開
拓
の
弾
み
へ

　

輸
出
に
つ
い
て
は
、以
前
よ
り「
鹿
児
島
黒
牛
」の
海
外

に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
た
。県
内
の
食
肉
輸
出
事
業

者
な
ど
か
ら
な
る
県
食
肉
輸
出
促
進
協
議
会
を
設
立
し
、

輸
出
向
け
の
名
称
を「
鹿
児
島
和
牛
」に
統
一
の
上
、海
外

に
お
け
る
食
品
展
示
会
・
商
談
会
へ
の
参
加
や
、販
売
指

定
店
の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、受
賞
後
の
昨
年
九
月
に
は
、台
湾
へ
の
牛
肉

輸
出
施
設
が
認
定
さ
れ
、輸
出
が
可
能
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、本
県
で
は
、既
に
四
事
業
者
が
輸
出
を
開
始
し

て
い
る（
写
真
下
）。

　

ま
た
、日
本
一
を
獲
得
し
た
直
後
に
は
、知
事
名
で
、各

国
の
駐
日
大
使
や
在
外
日
本
大
使
へ
手
紙
を
送
り
、「
和

牛
日
本
一
」を
獲
得
し
た
こ
と
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
う
と
同

時
に
、各
国
に
対
し
て
輸
入
拡
大
を
要
請
し
た
。そ
う
し

た
と
こ
ろ
、あ
り
が
た
い
こ
と
に
早
速
、イ
タ
リ
ア
、ド
イ

ツ
の
日
本
大
使
館
に
お
け
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
鹿
児
島

和
牛
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
好
評
を
博
し
た
。

　

本
県
の
独
自
調
査
で
は
、一
六
年
の
県
産
牛
肉
の
輸
出

は
六
二
億
円
で
前
年
度
比
約
四
割
増
加
し
て
い
る
。国
全

体
で
も
牛
肉
輸
出
は
増
加
傾
向
だ
が
、黒
毛
和
種
生
産
量

日
本
一
の
鹿
児
島
県
が
質
を
さ
ら
に
高
め
輸
出
の
面
で

も
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
は
、当
県
の
み
な
ら
ず
日
本
産

牛
肉
の
海
外
市
場
開
拓
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
矜
持
を

も
っ
て
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

今
後
、産
地
間
競
争
の
激
化
が
予
想
さ
れ
る
中
、県
と

し
て
は
、「
和
牛
日
本
一
」の
優
位
性
を
最
大
限
に
活
か
す

と
と
も
に
、地
理
的
表
示
保
護
制
度
に
よ
る
、よ
り
一
層

の
差
別
化
を
図
り
な
が
ら
、国
内
外
に
お
け
る
さ
ら
な
る

販
路
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

二
〇
二
二
年
に
は
、第
一
二
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

が
鹿
児
島
県「
霧
島
市
牧
園
地
区
」（
メ
イ
ン
会
場
）で
開

催
さ
れ
る
。県
と
し
て
は
、鹿
児
島
大
会
の
開
催
に
向
け
、

計
画
的
に
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、関
係
機
関
・
団
体

と
一
体
と
な
っ
て「
鹿
児
島
黒
牛
」の
さ
ら
な
る
改
良
と
出

品
対
策
の
強
化
に
取
り
組
み
、必
ず
や
連
覇
を
果
た
し
た

い
。

　

そ
し
て
、国
内
外
に
お
け
る
日
本
一
の「
鹿
児
島
黒
牛
」

の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
固
た
る
も
の
に
し
、畜
産
農
家
の
所
得

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

  

首相官邸への「和牛日本一」の報告

台湾への輸出出発式
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海
外
で
競
合
す
る
日
本
産
農
産
物

　

日
本
産
農
産
物
の
海
外
市
場
拡
大
を
考
え
た
場
合
、日

本
国
内
で
の
地
域
的
な
特
色
で
強
み
を
持
つ
地
域
農
産

物
ブ
ラ
ン
ド
は
、も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、海
外
の
消
費
者
が
購
入
時
に
第
一
に
考
え
る

の
は
日
本
産
、つ
ま
り
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。優
秀
な
日
本
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
も
、

海
外
市
場
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
は
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン

ド
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
あ
る
か
ら
な
の
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、海
外
で
の
日
本
産
農
産
物
市
場

を
大
き
く
広
げ
、一
段
の
輸
出
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
に

は
、ま
ず
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
農
産
物
で
品
目

の
市
場
規
模
を
拡
大
し
、そ
れ
か
ら
地
域
の
生
産
品
の
市

場
規
模
も
拡
大
す
る
、と
い
う
戦
略
構
図
を
こ
の
際
、考

え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
申
し
上
げ
た
く
思
い
ま
す
。

　

財
務
省
の「
貿
易
統
計
」に
基
づ
い
て
農
林
水
産
省
が

作
成
し
た
資
料
に
よ
る
と
、二
〇
一
三
年
以
降
、農
林
水

産
物
輸
出
額
が
伸
び
て
き
ま
し
た
。

　
一
六
年
は
ホ
タ
テ
の
不
漁
な
ど
に
よ
り
七
五
〇
二
億

円
と
前
年
比
〇
・
七
％
の
増
加
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、

一
七
年
は
速
報
値
で
八
〇
七
三
億
円
で
前
年
同
期
比
七
・

六
％
増
の
輸
出
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
１
）。

　

政
府
は
一
九
年
ま
で
に
一
兆
円
の
目
標
を
掲
げ
て
輸

出
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
達
成
の
た
め
に
は
、

さ
ら
な
る
施
策
の
推
進
が
必
要
で
す
。

　

輸
出
が
増
え
て
き
た
の
は
、日
本
の
農
産
物
が
も
と
も

と
持
っ
て
い
る
食
味
や
見
た
目
な
ど
の
品
質
の
良
さ
、長

さ
や
太
さ
と
い
っ
た
規
格
の
正
確
さ
、信
頼
で
き
る
安
全

性
な
ど
が
各
国
で
評
価
さ
れ
た
こ
と
、日
本
食
ブ
ー
ム
の

到
来
、円
安
な
ど
の
複
合
的
な
要
因
が
背
景
と
し
て
あ
り

ま
す
。

　

生
産
者
、団
体
、地
域
商
社
な
ど
の
流
通
業
者
や
行
政

も
含
め
た
関
係
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
海
外
市
場
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
開
拓
し
て
き
た
こ
と
が
実
を
結
ん
で
い
る

の
で
す
。実
際
の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
多
く
の
海
外
の
消
費

者
も
日
本
産
農
産
物
の
品
質
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、果
物
類
は
他
国
が
追
随
で
き
な
い
く
ら
い
糖
度

や
香
り
、食
味
が
優
れ
て
お
り
、海
外
で
多
く
の
市
場
、売

り
場
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、本
題
で
す
。私
は
、北
海
道
の
農
産
物
を
海
外

に
輸
出
す
る「
株
式
会
社
ホ
ク
レ
ン
通
商
」に
勤
め
て
い

た
頃
か
ら
十
数
年
海
外
市
場
を
見
て
き
ま
し
た
が
、違
和

感
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
○
○
県
の
ナ
シ
」

な
ど
日
本
の
果
物
が
現
地
百
貨
店
の
棚
に
並
ん
で
い
て

も
、日
本
産
で
あ
る
と
い
う
表
示
が
な
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、こ
ん
な
例
も
あ
り
ま
し
た
。海
外
の
百
貨
店
で

日
本
の
ナ
シ
が
産
地
ご
と
に
週
替
わ
り
で
プ
ロ
モ
ー

　
特
集
　
1
を
1
0
0
に
変
え
た
連
携
力
　

海
外
市
場
の
要
求
は
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
農
産
物

日
本
食
人
気
を
背
景
に
、牛
肉
や
加
工
食
品
な
ど
食
品
輸
出
は
好
調
だ
が
、目
標
と
し

て
い
る
一
兆
円
に
は
課
題
解
決
が
不
可
欠
だ
。一つ
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
日
本
ブ
ラ
ン
ド
化

で
あ
る
。地
域
の
利
益
を
優
先
す
る
従
来
型
で
な
く
、広
域
な
視
点
を
持
っ
た
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を
訴
え
る
。

ＡＧＬＩＥＮ（アグリアン） 代表

坂井 紳一郎 Shinichiro Sakai

さかい しんいちろう
1953年北海道生まれ。貿易コンサルタント。ホクレン、株式
会社ホクレン通商、JA全農を経て、2011年福岡農産物通商
株式会社代表取締役、14年同社退任後、現職。JETRO農林
水産部専門家、社団法人北海道総合研究調査会特別研究員。
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オ
ー
ル
コ
リ
ア
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
場
面
に

多
く
出
合
い
ま
し
た（
写
真
）。

　
海
外
バ
イ
ヤ
ー
は
ど
う
見
て
い
る
か

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、最
近
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
光
景
で

す
が
、海
外
で
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。問
題
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

買
い
手
で
あ
る
海
外
市
場
の
バ
イ
ヤ
ー
は
、同
じ
日
本

産
の
商
品
が
地
域
ご
と
に
売
り
込
ま
れ
る
た
め
、さ
ま
ざ

ま
な
条
件
を
比
較
し
大
変
有
利
に
購
買
を
進
め
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

そ
の
国
の
消
費
者
に
と
っ
て
品
質
の
差
異
を
認
識
で

き
な
い
程
度
で
あ
れ
ば
、安
い
ほ
う
が
良
い
わ
け
で
す
か

ら
、当
然
な
が
ら
商
談
の
流
れ
も
納
品
価
格
の
交
渉
が
メ

イ
ン
と
な
り
ま
す
。

　

同
じ
日
本
産
品
目
で
海
外
の
売
り
場
を
奪
い
合
う
と

い
っ
た
事
例
は
実
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。「
ナ
シ
」「
イ
チ

ゴ
」「
リ
ン
ゴ
」「
マ
ス
カ
ッ
ト
」な
ど
の
品
目
は
日
本
の
生

産
地
域
ご
と
で
一
つ
の
売
り
場
を
奪
い
合
い
、自
ら
販
売

価
格
を
下
げ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
が
本
来
、日
本
産
農
産
物
の
輸
出
拡
大
の
た

め
に
競
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
外
国
で
、日
本
の
産

地
、地
域
間
で
の
顧
客
獲
得
が
最
大
の
競
争
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

日
本
側
か
ら
見
る
と
、苦
労
し
て
獲
得
し
た
売
り
場

も
、そ
の
地
域
の
供
給
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る
と
、当
然
、別

の
日
本
の
地
域
や
他
国
の
製
品
が
並
ぶ
の
で
、翌
年
、ま

た
一
か
ら
商
談
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

産
地
間
の
価
格
競
争
に
よ
る
輸
出
販
売
単
価
の
低
下
、

毎
年
商
談
を
行
う
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
の
発
生
は
、生
産

者
や
輸
出
事
業
者
の
収
益
の
圧
迫
に
つ
な
が
り
ま
す
。現

実
的
な
輸
出
事
業
に
お
い
て
は
、多
く
の
輸
出
者
が
輸
出

金
額
の
拡
大
と
採
算
性
の
問
題
を
抱
え
、多
く
の
地
域
や

企
業
で
商
業
的
成
功
と
継
続
的
な
事
業
拡
大
に
つ
い
て

苦
慮
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、ど
の
地
域
に
と
っ
て
も
採
算

性
の
あ
る
商
業
的
輸
出
は
成
立
し
ま
せ
ん
。海
外
市
場
を

見
ず
に「
自
分
た
ち
の
地
域
が
供
給
で
き
る
時
期
に
、単

一
品
目
の
み
を
買
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
生
産
者
側
か
ら

の
視
点
だ
け
で
は
有
利
な
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
し
、買
い

手
を
優
位
に
す
る
だ
け
で
す
。

　

な
ぜ
、海
外
市
場
開
拓
を
進
め
る
中
で
こ
の
よ
う
な
日

本
独
特
の
状
況
が
形
成
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、こ
れ
ま
で
日
本
の
農
産
物
の

海
外
市
場
開
拓
の
多
く
は
都
道
府
県
や
市
町
村
な
ど
の

地
域
単
位
の
予
算
で
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。同
一

品
目
で
も
隣
の
都
道
府
県
と
共
同
で
輸
出
推
進
す
る
こ

と
は
、地
域
の
感
情
や
予
算
上
の
制
約
な
ど
に
よ
り
大
変

難
し
い
作
業
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
方

や
風
土
に
根
差
し
た
特
徴
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
っ
て

開
発
さ
れ
た
経
緯
も
あ
り
、他
産
地
の
も
の
と
一
緒
に
さ

れ
た
く
な
い
と
い
う
感
情
も
あ
り
ま
す
。

　
日
本
産
に
重
き
置
か
な
い
現
実

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、輸
出

の
成
功
例
も
あ
り
ま
す
が
、実
際
に
は
あ
る
特
定
の
地
域

や
都
道
府
県
の
品
目
が
全
て
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

市
場
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
定
の
品
目
の
、特
定
の
ブ
ラ
ン
ド
に
こ
だ
わ
る
こ
と
、

単
一
品
目
で
の
売
り
込
み
で
は
、取
扱
高
の
大
幅
な
拡
大

も
望
め
ま
せ
ん
し
、生
産
期
間
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

シ
ョ
ン
販
売
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
が
都
道
府
県
、地
域
ご
と
に
競
争
し

販
売
し
て
い
る
売
り
場
の
隣
で
、韓
国
農
産
物
が「
ナ
シ
」

「
イ
チ
ゴ
」「
リ
ン
ゴ
」「
パ
プ
リ
カ
」と
い
っ
た
具
合
に
、

図１　農林水産物・食品の輸出額の推移

資料：財務省「貿易統計」を基に農林水産省作成
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海外市場の要求はオールジャパン農産物

採
算
性
の
面
で
大
変
効
率
が
悪
く
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、海
外
に
お
い
て
は
日
本
人
が
思
う
ほ
ど
に
は
、

日
本
の
産
地
は
重
視
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。こ
の
こ
と
は
、

日
本
国
内
の
ス
ー
パ
ー
を
見
れ
ば
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、韓
国
産
パ
プ
リ
カ
に
韓
国
の
ど
こ
そ
こ
地
方
と

い
う
よ
う
な
表
示
は
見
掛
け
ま
せ
ん
し
、書
い
て
あ
っ
た

と
し
て
も
そ
れ
を
意
識
す
る
消
費
者
は
ど
れ
く
ら
い
い

る
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、海
外
市
場
で
の
日
本
産
品
は
特
徴
的
で
優
秀
な

地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
た
く
さ
ん
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、海
外
の
消
費
者
か
ら
見
る
と
そ
の
差
異
に
つ

い
て
認
識
で
き
な
い
生
産
品
も
多
く
、ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

海
外
の
多
く
の
消
費
者
は
日
本
の
消
費
者
に
と
っ
て
の

輸
入
品
同
様
、ど
こ
の
地
域
や
都
道
府
県
で
生
産
さ
れ
た

か
よ
り
は
、ど
こ
の
国
で
生
産
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と

が
重
要
な
の
で
す
。

　

農
産
物
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
輸
出
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る

方
に
は
厳
し
い
話
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、産
地
同

士
の
不
毛
な
競
争
を
避
け
る
た
め
に
は
一
体
ど
う
し
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、品
質
の
良
い
日
本
の
農
産
物
を
安
定
的
に
供

給
し
て
ほ
し
い
と
い
う
現
地
バ
イ
ヤ
ー
の
要
望
に
応
え

る
こ
と
で
す
。

　

農
産
物
の
場
合
、天
候
に
よ
り
品
質
は
大
き
く
左
右
さ

れ
ま
す
し
、価
格
も
大
き
く
変
動
し
ま
す
。し
か
も
四
季

の
あ
る
日
本
で
は
、保
存
性
の
高
い
一
部
の
青
果
物
を
除

い
て
多
く
の
品
目
が
、単
独
の
限
ら
れ
た
地
域
の
み
で
通

年
供
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
四
季
の
あ
る
日
本
の
天
候
を
活
か
し
複
数
の

産
地
か
ら
広
域
で
商
品
調
達
を
行
え
ば
、通
年
供
給
で
き

る
品
目
も
た
く
さ
ん
あ
る
し
、長
期
間
安
定
供
給
す
る
こ

と
で
売
り
場
を
確
保
す
る
こ
と
も
よ
り
容
易
と
な
り
ま

す
。例
え
ば
、イ
チ
ゴ
は
地
域
ご
と
の
供
給
期
間
は
あ
ま

り
長
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、広
域
連
携
で
輸
出
を
想
定
し
た
場
合
、九
州

地
域
の
イ
チ
ゴ
は
一
一
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
三
月
頃
に
終

わ
り
ま
す
が
、西
日
本
、関
東
、東
北
、北
海
道
と
南
北
に

長
い
日
本
の
季
候
差
を
利
用
し
て
リ
レ
ー
出
荷
す
れ
ば
、

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
チ
ゴ
と
し
て
供
給
期
間

も
長
く
な
り
ま
す
。場
合
に
よ
っ
て
は
通
年
供
給
も
可
能

と
な
り
、売
り
場
も
確
保
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

福
岡
市
に「
九
州
農
産
物
通
商
株
式
会
社
」と
い
う
商

社
が
あ
り
ま
す
。二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
設
立
さ
れ
た
企

業
で
、当
時
は「
福
岡
農
産
物
通
商
株
式
会
社
」と
い
う
名

称
で
し
た
。

　

設
立
当
初
の
資
本
金
は
七
九
五
五
万
円
で
、三
五
の
出

資
団
体
に
は
、県
内
Ｊ
Ａ
、中
央
会
、信
連
、福
岡
県
以
外

に
民
間
企
業
も
含
ま
れ
ま
す（
そ
の
後
増
資
し
、現
在
の

資
本
金
は
八
九
五
五
万
円
）。

　

設
立
の
目
的
は
福
岡
県
産
の
農
産
物
を
国
内
外
に
販

売
し
、県
内
の
農
業
を
振
興
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

輸
出
品
目
は
福
岡
県
産
に
限
定
し「
あ
ま
お
う
」「
八
女

茶
」「
柿
」の
み
で
、「
あ
ま
お
う
」も「
八
女
茶
」も
福
岡
県

を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
で
あ
り
、海
外
で
も
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
地
方
農
産
物
商
社
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

し
か
し
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
、輸
出
金

額
も
約
二
〇
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
万
円
と
極
め
て
少
な
い
状

況
で
、採
算
的
に
は
非
常
に
厳
し
い
状
態
で
し
た
。そ
の
よ

う
な
状
況
の
時
に
縁
あ
っ
て
、当
時
全
農
福
岡
に
所
属
し

て
い
た
私
に
、代
表
就
任
の
声
が
掛
か
っ
た
の
で
す
。

　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
、代
表
に
な
っ
た
私
は
、前
職
で
海

外
の
小
売
店
や
市
場
が
日
本
に
求
め
て
い
る
の
は
、単
品

や
季
節
ご
と
の
売
り
込
み
で
は
な
く
、年
間
を
通
じ
た
安

定
的
な
供
給
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
品
目
構
成
だ

と
知
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、輸
出
事
業
の
大
き
な
方
針

転
換
策
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
に
こ
だ
わ
ら
ず
、具
体
的
に

は
イ
チ
ゴ
だ
け
で
は
な
く
、ハ
ク
サ
イ
や
キ
ャ
ベ
ツ
と

い
っ
た
野
菜
も
船
の
コ
ン
テ
ナ
に
混
載
し
ま
し
た
。こ
れ

に
よ
り
、輸
送
経
費
の
削
減
と
な
り
、ま
た
品
数
の
豊
富

さ
に
よ
っ
て
売
り
場
の
安
定
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

次
に
産
地
間
の
連
携
で
す
。前
職
で
な
じ
み
の
あ
っ
た

山
形
県
や
宮
城
県
と
い
っ
た
産
地
の
方
々
に
声
を
掛
け
、

イ
チ
ゴ
や
リ
ン
ゴ
、ブ
ド
ウ
、ナ
シ
な
ど
の
果
物
を
中
心

に
広
域
的
に
調
達
す
る
関
係
を
築
き
ま
し
た
。

　

連
携
に
当
た
っ
て
は
、同
一
品
目
で
出
荷
時
期
の
重
な

り
を
避
け
る
な
ど
、お
互
い
の
産
地
競
合
と
な
ら
な
い
よ

う
に
調
整
を
行
い
、さ
ら
に
輸
出
先
の
店
舗
で
は
、「
日
本

の
○
○
産
」と
、ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を
前
面
に
出
し
ま

し
た
。

　

同
時
に
輸
出
拠
点
を
こ
れ
ま
で
の
福
岡
だ
け
で
な
く
、

東
京
、名
古
屋
、札
幌
に
も
広
げ
、集
荷
お
よ
び
仕
向
け
地

に
近
い
拠
点
か
ら
の
輸
出
に
変
更
す
る
こ
と
で
輸
送
コ

ス
ト
を
削
減
し
ま
し
た
。

　

私
は
、代
表
職
を
三
年
間
務
め
ま
し
た
が
、社
長
退
任

時
に
は
五
億
円
弱
の
輸
出
金
額
に
ま
で
増
加
し
、赤
字
経

営
の
会
社
の
黒
字
化
を
果
た
し
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
福
岡

県
産
農
産
物
の
輸
出
量
も
就
任
時
か
ら
大
き
く
増
え
、三

倍
以
上
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、一
六
年
に
現
社
名
に
変
更

後
も
引
き
継
が
れ
、農
林
水
産
省
の
事
業
も
活
用
し
て
、
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特集　1を100に変えた連携力

福
岡
や
九
州
の
み
な
ら
ず
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
の
輸
出

振
興
を
図
っ
て
い
ま
す（
図
２
）。

　

ど
の
よ
う
に
し
て
、福
岡
県
産
に
限
っ
て
い
た
輸
出
の

取
り
扱
い
を
、南
は
鹿
児
島
、宮
崎
か
ら
、北
は
東
北
、北

海
道
に
至
る
広
域
で
、青
果
物
・
水
産
物
・
加
工
食
品
を

調
達
し
輸
出
す
る
施
策
へ
と
、転
換
で
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。　

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
協
調
こ
そ
重
要

　

そ
れ
は
、第
一
に
は
関
係
者
に
危
機
感
が
共
有
さ
れ
た

こ
と
で
す
。

　

赤
字
決
算
が
続
く
こ
と
に
よ
り
事
業
の
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
、「
福
岡
県
の
農
業
振
興
」と
い
う
当
初
の
志
も
頓と

ん
挫ざ

し
か
ね
な
い
状
況
で
、出
資
者
な
ど
関
係
者
に
方
針
転
換

策
を
丁
寧
に
説
明
し
、理
解
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
に
は
、こ
の
会
社
の
資
本
構
成
に
あ
り
ま
す
。「
福

岡
」と
い
う
名
称
が
付
い
て
い
た
も
の
の
、Ｊ
Ａ
や
県
庁

ば
か
り
で
は
な
く
、広
域
で
事
業
活
動
を
行
う
九
州
電

力
、Ｊ
Ｒ
九
州
、西
日
本
旅
客
鉄
道
な
ど
の
民
間
企
業
も

出
資
者
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

　

他
県
の
商
品
も
積
極
的
に
扱
い
全
体
の
取
扱
高
を
底

上
げ
す
る
こ
と
が
、福
岡
県
産
品
の
増
加
に
つ
な
が
る
と

い
う
考
え
方
に
賛
同
を
得
ら
れ
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

第
三
に
、や
は
り
海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
や
消
費
者
の
支
持

が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。そ
れ
は
、各
産
地
で
連
携
し
て
フ
ェ

ア
を
開
催
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
産
地
ご
と
の
単
体
よ

り
、産
地
が
連
携
し
て
ま
と
ま
っ
た
方
が
取
り
扱
う
品

種
・
品
目
も
増
え
て
集
客
力
も
ア
ッ
プ
す
る
」と
い
う
バ

イ
ヤ
ー
の
声
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　

広
域
輸
出
の
事
業
主
体
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

多
く
の
地
域
輸
出
企
業
・
商
社
・
法
人
が
輸
出
事
業
拡

大
の
た
め
、海
外
で
需
要
の
あ
る
商
品
を
広
域
か
ら
調
達

し
よ
う
と
し
た
場
合
に
大
き
な
障
害
の
一
つ
と
な
る
の

が
、会
社
・
法
人
の
資
本
構
成
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
、市
場
が
求
め
る
商
品
調
達
が
で
き
ず
に

販
売
機
会
を
逃
し
、事
業
規
模
の
拡
大
と
収
益
性
の
向
上

を
達
成
で
き
な
い
結
果
と
な
る
事
例
は
多
い
の
で
す
。

　

現
実
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
課
題
や
利
害
関
係
を

乗
り
越
え
、連
携
と
協
調
で
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド

の
広
域
輸
出
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、前
提
と
し
て
地
域

の
利
益
を
優
先
す
る
従
来
型
の
地
域
商
社
で
は
な
く
、現

在
の
九
州
農
産
物
通
商
の
よ
う
な
、よ
り
広
域
な
視
点
を

持
っ
た
輸
出
機
能
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

継
続
的
な
輸
出
拡
大
と
商
業
的
成
功
を
目
指
す
の
で

あ
れ
ば
、地
域
資
本
だ
け
で
な
く
広
域
的
な
資
本
構
成
に

よ
り
柔
軟
な
商
品
調
達
や
輸
送
体
制
を
実
現
で
き
る
環

境
整
備
が
必
要
と
考
え
ら
ま
す
。こ
の
よ
う
な
共
通
の
販

売
機
能
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、各
地
域
が
安
心
し
て
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
に
参
加
し
、効
率
的
な
広
域
輸
出
が

可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
産
が
国
内
の
地
域
同
士
で
競
争
し
て
い
る
一
方

で
、韓
国
、マ
レ
ー
シ
ア
、中
国
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
農
産
物
が
急
速
に
品
質
を

高
め
て
お
り
、こ
れ
ま
で
の
日
本
産
農
産
物
の
市
場
を
奪

い
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　
一
層
の
海
外
市
場
拡
大
の
た
め
に
は
一
地
域
の
利
益
の

み
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、協
調
に
よ
る
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
で
の
日
本
産
品
全
体
の
市
場
拡
大
が
最
終
的
に
は
地
域

に
市
場
拡
大
や
収
益
性
の
向
上
と
い
う
恩
恵
を
も
た
ら

す
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
ま
す
。 

図２　産地間連携に関する概要

JA全農
山形県本部

JA全農
宮城県本部

JA全農
福岡県本部 JA熊本経済連 ブランドおおいた

輸出促進協議会 JA宮崎経済連 JA鹿児島経済連、
鹿児島くみあい食品連携産地

【産地間連携会議・国内現地検討会】

【シンガポール】 【シンガポール、マレーシア、タイ、米国】 【台湾】

【事業実施報告会】
■検討内容

2015年度農林水産省事業「産地間連携等による輸出振興体制の構築を図る取組に関する報告書」より

⃝連携強化（共同フェア、共同輸送の報告）
⃝「現地調査」のフィードバック
⃝台湾における「残留農薬」対策検討

■検討内容 ⃝連携強化（共同フェア、共同輸送の検討と具体化）
⃝輸出に対する「産地の要望・希望」を共有
⃝台湾における「残留農薬」に関する情報共有

■各種調査
⃝「購入状況調査」
⃝「食味調査」
⃝「ヒアリング調査」

⃝「農産加工品ニーズ調査」
⃝「業務需要調査」

■現地視察、他国産との比較調査
⃝聞き取りによるバイヤーの意向調査
⃝弊社社員による小売店舗などの視察調査
⃝他国産品との比較調査

■残留農薬などによる影響調査
⃝バイヤー聞き取りによる影響調査
⃝弊社社員による小売店舗などの視察調査
⃝制度調査

PROMOTE JAPAN ENTERPRISE 現地インポーター 商田実業有限公司ショッピングモール 小売店など

福岡農産物通商
検討内容
各種調査委託

必要な調査洗い出し 調査結果 調査結果

調査結果のフィードバック

必要な情報洗い出し
商品送付 送料弊社負担 調査結果
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食
と
農
林
漁
業
が
柱

紺
野　

北
海
道
の
十
勝
地
方
は
恵
ま
れ
た
気
象
・土
壌
条

件
の
下
で
、現
在
、農
業
就
業
人
口
が
約
一
万
八
〇
〇
〇

人
、耕
地
面
積
が
二
五
万
㌶
、管
内
の
農
協
取
扱
高
が
三

三
八
八
億
円
と
な
っ
て
お
り
、名
実
共
に
、わ
が
国
最
大

の
食
料
供
給
基
地
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
農
畜
産
物
を
利
用
し
た
食
料
品

製
造
業
が
十
勝
地
方
の
工
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

植
松　

こ
の
地
域
資
源
を
活
か
す
取
り
組
み「
フ
ー
ド
バ

レ
ー
と
か
ち
」は
、「
食
と
農
林
漁
業
」を
柱
に
十
勝
全
体

で
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、国
内
外
に
十
勝
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。域
内
経
済
の
好
循
環
や
雇

用
の
創
出
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

紺
野　

大
掛
か
り
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
ね
。

植
松　

そ
う
で
す
。二
〇
一
一
年
、十
勝
管
内
の
四
一
も
の

団
体
で
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
推
進
協
議
会（
以
下
、推

進
協
議
会
）を
設
立
し
、十
勝
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
振
興
や
食
の
高
付
加
価
値
化
、人
材
育
成
、農
と
食
を

活
か
し
た
観
光
産
業
の
振
興
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す（
一
四
頁
、表
）。

前
田　
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」は
私
の
事
業
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
入
植
し
て
四
代
目
で
す
。現
在
、一
二
〇
㌶
で
小

麦
、ビ
ー
ト
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、豆
類
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

特
徴
と
し
て
は
五
種
類
の
小
麦
を
自
社
で
選
別
し
、委
託

製
粉
後
、ベ
ー
カ
リ
ー
に
直
接
販
売
し
て
い
る
こ
と
と
、国

産
初
と
な
る
電
子
レ
ン
ジ
専
用
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
開
発
、

販
売
し
て
い
る
こ
と
で
す
。推
進
協
議
会
の「
十
勝
人

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
」を
利
用
し
、ア
メ
リ
カ
の
爆
裂

種
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
農
家
、メ
ー
カ
ー
、育
種
畑
な
ど
を
視

察
し
ま
し
た
が
、本
場
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
作
り
を
肌
で
感

じ
た
こ
と
が
私
の
背
中
を
押
し
ま
し
た
。

藤
田　
『
十
勝
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
』は
、北
海
道
食
品
コ
ン

ク
ー
ル
で
北
海
道
知
事
賞
を
受
賞
し
た
ん
で
す
よ
ね
。

前
田　

は
い
。四
年
か
け
て
つ
く
っ
た
農
場
の
自
信
作
で

す
。道
外
で
も
食
材
店
な
ど
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

藤
田　

私
ど
も
の
主
力
商
品
は
牛
肉
を
フ
レ
ー
ク
状
に

加
工
し
た
冷
凍
食
品
の『
牛
と
ろ
フ
レ
ー
ク
』で
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
は「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

印
刷
し
て
い
ま
す
。

前
田　
『
牛
と
ろ
フ
レ
ー
ク
』は
熱
々
ご
は
ん
に
振
り
か
け

て
食
べ
る
と
、と
ろ
け
る
よ
う
で
お
い
し
い
ん
で
す
。

藤
田　

非
常
に
珍
し
い
商
品
な
の
で
、テ
レ
ビ
な
ど
で
取

り
上
げ
ら
れ
売
り
上
げ
が
増
え
て
い
ま
す
。

合
瀬　
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」が
始
ま
っ
て
か
ら
の
商

品
で
す
か
？

　
特
集
　
1
を
1
0
0
に
変
え
た
連
携
力
　

み
ん
な
で
考
え
る

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」の
活
力
。

産
業
成
長
化
に
む
か
う
地
域
農
業
の
未
来
像

誌
上
戦
略
会
議

十
勝
で
は
産
官
学
、農
商
工
連
携
が
進
み
、十
勝
産
加
工
品
の
展
開
な
ど
新
時
代
に
合

う
知
恵
の
地
域
農
業
が
実
現
。さ
ら
に
外
部
の
人
た
ち
と
ど
う
連
携
し
て
い
く
の
か
。

■出席者（順不同、敬称略）

前田農産食品株式会社 代表取締役　

前田 茂雄（畑作農業）

有限会社十勝スロウフード 代表取締役　

藤田 惠 （畜産加工品の製造、販売）

フードバレーとかち推進協議会事務局
（帯広市産業連携室 室長）

植松 秀訓
日本放送協会（ＮＨＫ）解説副委員長　

合瀬 宏毅
日本政策金融公庫帯広支店
支店長兼農林水産事業統轄

紺野 和成
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特集　1を100に変えた連携力

ト
を
掛
け
て
作
り
上
げ
た
牛
肉
の
余
っ
た
部
位
の
売
り

先
を
探
し
て
い
た
斉
藤
さ
ん
と
、ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
原

料
に
質
の
高
い
肉
を
探
し
て
い
た
私
は
す
ぐ
に
意
気
投

合
し
ま
し
た
。斉
藤
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
行
っ
た
お
す
し
屋

さ
ん
で
牛
と
ろ
握
り
を
い
た
だ
き
、そ
の
お
い
し
さ
に
驚

い
た
こ
と
が『
牛
と
ろ
フ
レ
ー
ク
』の
開
発
を
目
指
し
た

き
っ
か
け
で
す
。

前
田　

私
は
、年
間
雇
用
確
保
の
た
め
で
す
。規
模
を
大

き
く
す
る
と
、雇
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。一
〇
年
位
前

ま
で
は
、実
習
生
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、

毎
年
来
る
人
が
違
い
能
力
が
蓄
積
し
ま
せ
ん
。人
が
育
て

ば
生
産
を
任
せ
、私
は
経
営
管
理
や
営
業
す
る
時
間
も
で

き
ま
す
。し
か
し
寒
い
冬
期
は
畑
作
業
が
で
き
ず
売
り
上

げ
も
た
た
な
く
て
雇
用
維
持
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

紺
野　

前
田
さ
ん
の
動
機
で
あ
る
冬
場
の
雇
用
対
策
は
、

十
勝
が
置
か
れ
た
環
境
そ
の
も
の
で
す
ね
。

前
田　

そ
こ
で
私
は
考
え
て
、収
穫
後
に
Ｊ
Ａ
へ
納
入
し

て
い
た
小
麦
を
自
社
で
選
別
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。製

粉
の
委
託
費
は
掛
か
り
ま
す
が
、冬
場
で
も
選
別
と
い
う

作
業
が
生
ま
れ
、直
接
ベ
ー
カ
リ
ー
に
販
売
す
る
た
め
付

加
価
値
も
付
き
ま
す
。二
〇
〇
八
年
よ
り
選
別
ラ
イ
ン
を

整
え
、選
別
工
程
が
安
定
し
て
き
た
一
三
年
か
ら
、ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
を
作
り
は
じ
め
ま
し
た
。

藤
田　
い
え
、以
前
か
ら
販
売
し
て
い
ま
す
。ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
目
的
は
十
勝
の
商
品
と
一
目
で
分
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、一
番
は「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」の
取
り
組
み
に

参
加
し
十
勝
を
押
し
上
げ
た
い
と
い
う
想
い
で
す
。そ
の

よ
う
な
考
え
か
ら
推
進
協
議
会
開
催
の
マ
ル
シ
ェ
な
ど

イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。そ
も
そ
も
、

私
ど
も
の
会
社
は
、有
限
会
社
ボ
ー
ン
フ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム

と
い
う
肉
用
牛
肥
育
経
営
の
加
工
部
門
だ
っ
た
の
を
、二

〇
〇
三
年
に
独
立
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
六
次
産
業
化
の
多
様
な
動
機

合
瀬　

藤
田
さ
ん
は『
牛
と
ろ
フ
レ
ー
ク
』、前
田
さ
ん
は

『
十
勝
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
』が
六
次
産
業
化
の
象
徴
的
な
商

品
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。商
品
開
発
の
目
的
や
動
機
は
何

だ
っ
た
の
で
す
か
？

藤
田　

帯
広
畜
産
大
学
の
収
穫
祭
で
、考
え
を
同
じ
く
す

る
ボ
ー
ン
フ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
代
表
の
斉
藤
英
夫
さ
ん
と

出
会
っ
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
。農
業
も
、自
分
で
加
工

し
て
付
加
価
値
を
付
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
点
が
一
致
し
た
の
で
す
。斉
藤
さ
ん
は
、酪
農
か
ら
肉

用
牛
へ
転
換
し
、一
般
的
に
濃
厚
飼
料
を
与
え
て
肥
育
す

る
と
こ
ろ
を
粗
飼
料
を
主
体
に
し
て
育
て
る
な
ど
、健
康

な
牛
を
育
て
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
し
た
。時
間
と
コ
ス

紺
野　

な
ぜ
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
の
で
す
か
？

前
田　

高
額
な
コ
ン
バ
イ
ン
の
稼
働
日
数
を
増
や
す
た

め
小
麦
以
外
の
作
物
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
ん
で

す
。そ
れ
と
、ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
に
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
に

親
し
ん
で
お
り
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ら
農
業
の
楽
し
さ
を

消
費
者
に
届
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

紺
野　

そ
れ
が
う
ま
く
い
っ
た
の
で
す
ね
。

合
瀬　

前
田
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、年
間
を
通
じ

た
雇
用
確
保
の
発
想
か
ら
六
次
化
す
る
、と
い
う
の
が
面

白
い
展
開
だ
と
思
い
ま
す
。

前
田　

十
勝
で
も
、そ
の
よ
う
な
発
想
を
す
る
人
は
少
な

い
と
思
い
ま
す
。農
業
経
営
の
多
く
は
ま
だ
家
族
労
働
中

心
で
す
。私
も
雇
用
が
な
け
れ
ば
六
次
化
は
考
え
な
か
っ

た
。

合
瀬　

政
策
と
し
て
六
次
産
業
化
の
推
進
が
謳
わ
れ
て

い
ま
す
が
、専
門
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
加
工
の
た
め

の
設
備
投
資
な
ど
を
考
え
る
と
一
般
的
な
農
家
に
は
難

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。お
二
人
は
成
功
し
て
い
ま
す
が
、

商
品
開
発
の
動
機
が
雇
用
の
安
定
化
、余
っ
た
部
位
の
商

品
化
と
い
う
生
産
者
目
線
の
と
こ
ろ
が
気
に
な
り
ま
す
。

紺
野　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
立
場
で
、合
瀬
さ
ん
は
六
次

産
業
化
の
答
え
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
す
か
？植松 秀訓 Hidenori Uematsu

前田 茂雄 Shigeo Maeda

十勝には
潜在能力がある

消費者に必要とされる
農業者になる

藤田 惠 Kei Fujita

十勝ブランドとして
展開する必要性
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誌上戦略会議　みんなで考える「フードバレーとかち」の活力。産業成長化にむかう地域農業の未来像

合
瀬　

機
能
分
担
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。藤
田
さ
ん
の

場
合
は
、生
産
か
ら
切
り
離
し
て
加
工
会
社
に
し
て
い
る

の
で
、常
に
商
品
開
発
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
ま
す
。し
か

し
、前
田
さ
ん
の
よ
う
に
生
産
も
加
工
も
両
方
や
っ
て
い

た
ら
、作
物
の
管
理
、出
来
も
気
に
掛
け
な
い
と
い
け
な
い

し
、こ
れ
に
商
品
開
発
と
な
る
と
大
変
で
す
。

前
田　

合
瀬
さ
ん
の
言
う
通
り
、農
家
が
取
り
組
む
六
次

産
業
化
は
難
し
い
し
、事
業
化
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

誰
に
で
も
勧
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

合
瀬　

都
府
県
の
場
合
、消
費
者
が
近
い
の
で
う
ま
く
い

く
場
合
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、十
勝
で
大
規
模
に

や
っ
て
い
る
方
々
が
、新
た
に
消
費
者
の
こ
と
を
考
え
商

品
開
発
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
相
当
難
し
い
の
で
は
？

前
田　

う
ち
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
が
ま
さ
に
そ
う
で
し
た

が
、消
費
者
に
必
要
と
さ
れ
る
農
業
者
に
な
る
た
め
に
も

前
例
の
な
い
商
品
を
作
る
よ
う
な
熱
い
気
持
ち
が
な
い

と
難
し
い
と
思
い
ま
す
。「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」が
、農

業
者
の
後
押
し
を
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

植
松　

こ
れ
を
作
れ
ば
付
加
価
値
が
付
い
て
す
ぐ
に
お

金
に
な
り
ま
す
、と
い
う
よ
う
な
簡
単
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。私
ど
も
は
、農
家
の
人
だ
け
で
は
な
く
、行
政
や

試
験
・
研
究
機
関
な
ど
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
そ
の
人
た

ち
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
地
域
に

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
十
勝
型
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

合
瀬　

さ
ら
に
消
費
者
の
感
覚
で
は
、同
じ
も
の
が
常
に

手
に
入
る
と
い
う
安
定
感
が
重
要
で
し
ょ
う
。昨
今
の
天

候
異
変
な
ど
も
踏
ま
え
る
と
、安
定
供
給
を
支
え
る
生
産

技
術
と
い
う
基
盤
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
ね
。

植
松　

そ
う
で
す
ね
。天
候
に
左
右
さ
れ
ず
あ
る
程
度
一

定
の
も
の
が
で
き
る
よ
う
な
生
産
技
術
の
高
度
化
が
求

め
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
、農
業
経
営
と
い
う
視
点
や
工
程

管
理
、マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
の
発
想
も
重
要
に
な
る
。ア
メ

リ
カ
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
よ
う
な
、高
度
な
技
術
と
経
営
管
理
能

力
を
証
明
す
る
農
業
経
営
者
の
資
格
制
度
が
あ
っ
て
も

い
い
時
代
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ

が
で
き
る
の
は
、や
は
り
十
勝
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

紺
野　

人
材
の
育
成
に
つ
い
て
、推
進
協
議
会
で
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

植
松　

人
材
と
い
う
場
合
、私
た
ち
の
役
割
は
経
営
者
を

つ
く
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
事
業
が

あ
り
ま
す
が
、例
え
ば
帯
広
畜
産
大
学
と
連
携
し
た

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
人
材
育
成
事
業
」が
あ
り
ま
す
。

前
田　

去
年
、私
は
地
域
経
済
発
展
へ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
た
い
と
考
え「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」に
、参
加
し

ま
し
た
。学
生
と
私
た
ち
農
業
者
が
同
じ
教
室
で
経
営
戦

略
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
な
ど
活

気
あ
ふ
れ
る
も
の
で
し
た
。

藤
田　

農
家
が
六
次
化
を
進
め
る
場
合
、食
品
加
工
と
い

う
技
術
は
、そ
う
簡
単
に
身
に
付
く
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、や
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

安
定
、効
率
、機
械
化
と
い
う
と
こ
ろ
に
な
か
な
か
踏
み

出
せ
ま
せ
ん
。も
し
、機
械
化
し
て
事
業
を
拡
大
で
き
て

も
今
度
は
、販
路
開
拓
が
課
題
に
な
り
ま
す
。

　

農
業
者
は
、高
い
経
営
管
理
能
力
を
持
つ
と
と
も
に
、

商
工
業
者
な
ど
と
連
携
し
て
い
く
の
が
大
切
で
す
。そ
の

連
携
の
素
地
を
も
っ
と
十
勝
に
築
く
必
要
が
あ
る
。

合
瀬　

十
勝
の
魅
力
は
や
は
り
、圧
倒
的
で
安
定
し
た
農

業
生
産
力
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
だ
け
広
い
大
地
が
あ
っ

て
、優
秀
な
農
業
者
が
い
て
、機
械
化
も
進
ん
で
い
る
よ
う

な
地
域
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。素
材
が
極
め
て
豊
富
で
す

か
ら
近
い
と
こ
ろ
で
作
物
の
出
来
を
見
な
が
ら
い
ろ
い
ろ

な
新
し
い
お
菓
子
作
り
な
ど
、加
工
す
る
人
た
ち
に
と
っ

て
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。付
加
価
値
を
付
け
る
こ
と
は
そ

れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

前
田　

十
勝
の
老
舗
パ
ン
屋
の
満
寿
屋
商
店
さ
ん
は
十

勝
の
小
麦
を
一
〇
〇
％
使
用
し
て
パ
ン
や
お
菓
子
を
作
っ

て
い
ま
す
。こ
の
ほ
ど「
十
勝
産
小
麦
生
産
者
の
努
力
と

農
業
の
価
値
を
伝
え
る
た
め
」と
東
京
の
都
立
大
学
駅
近

く
に
店
舗
を
開
き
ま
し
た
。コ
ン
セ
プ
ト
は「
十
勝
の
生

産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ベ
ー
カ
リ
ー
」

で
と
て
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。前
田
農
産
の
小

麦
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、域
外
消
費
が
十
勝
に
還
元
さ

れ
る
良
い
例
だ
と
思
い
ま
す
。

植
松　

推
進
協
議
会
で
は
、「
農
林
漁
業
を
成
長
産
業
に

合瀬 宏毅 Hiroki Oose

六次化には
機能分担が必要でしょう

紺野 和成 Kazunari Konno

日本の地方創生に
結び付ける意気です
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特集　1を100に変えた連携力

す
る
」「
食
の
価
値
を
創
出
す
る
」「
十
勝
の
魅
力
を
売
り

込
む
」三
つ
を
柱
と
す
る
戦
略
を
、「
十
勝
型
フ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
」と
言
っ
て
い
ま
す
。生
産
か
ら
加
工
・
流
通
・
販
売

ま
で
十
勝
で
一
貫
し
て
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
大
切
に

し
て
行
き
た
い
。こ
の
地
域
が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
。

付
加
価
値
を
高
め
て
域
外
に
売
っ
て
外
貨
を
稼
ぐ
、そ
の

仕
事
を
生
み
出
す
潜
在
能
力
が
十
勝
に
は
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

藤
田　

農
産
物
を
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、で
き
る
限
り

加
工
品
、そ
れ
も
か
な
り
の
割
合
で
十
勝
産
を
使
い
、十

勝
で
製
造
す
る
な
ど
の
基
準
を
設
け
、「
十
勝
ブ
ラ
ン
ド
」

を
高
め
て
展
開
し
て
い
く
。今
後
の
成
果
と
し
て
求
め
ら

れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
内
外
の
人
材
や
企
業
連
携
が
カ
ギ

合
瀬　

私
は「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」を
す
ご
く
評
価

し
て
い
ま
す
。昨
日
視
察
し
た
酪
農
家
で
は
、そ
こ
の
生

乳
を
原
料
と
し
て
域
外
の
洋
菓
子
メ
ー
カ
ー
が
製
品
を

作
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。Ｊ
Ａ
帯
広
か
わ
に
し
が
海
外
輸

出
し
て
い
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、川
西
地
区
に
台
湾
の

貿
易
商
社
が
支
店
を
出
て
い
ま
す
。外
部
の
人
た
ち
と
ど

の
よ
う
に
連
携
し
て
や
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
視
点
が
、

今
後
さ
ら
に
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

植
松　

最
近
で
は
、惣
菜
メ
ー
カ
ー
や
乳
製
品
メ
ー
カ
ー

の
賛
同
が
得
ら
れ
、十
勝
の
農
産
物
と
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
と
い
っ
た
相
互
の
資
源
を
活
用
し
て
高
機
能
食
品

な
ど
新
た
な
商
品
の
研
究
開
発
計
画
と
い
っ
た
、包
括
連

携
協
定
を
推
進
協
議
会
と
結
ぶ
と
い
う
こ
と
も
出
て
き

て
い
ま
す
。

合
瀬　

新
し
い
人
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
と
、そ

の
産
業
は
活
性
化
し
ま
す
。質
の
良
い
も
の
を
作
る
こ
と

が
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
原
動
力
と
な
り
、「
フ
ー
ド
バ

レ
ー
と
か
ち
」が
回
り
始
め
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け

て
い
ま
す
。

前
田　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
農
業
者
だ
け
が
集
ま
っ
て

し
ま
う
と
、ど
う
し
て
も
既
存
の
考
え
方
か
ら
抜
け
ら
れ

な
い
。外
部
か
ら
人
を
寄
せ
る
の
も
大
切
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、地
域
内
で
も
業
種
や
年
代
を
超
え
れ
ば
多
種
多
様

な
考
え
の
人
が
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。「
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
ス
」で
学
生
と
い
ろ
い
ろ
と
話
し
合
う
と
、学
生
は

全
然
違
う
発
想
で
そ
こ
が
非
常
に
面
白
い
。わ
れ
わ
れ
農

業
者
の
重
要
な
気
付
き
に
な
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

藤
田　

さ
ま
ざ
ま
な
農
畜
産
物
に
取
り
組
み
、高
い
品
質

を
実
現
し
て
い
る
十
勝
に
は
、従
来
の
基
準
に
と
ら
わ
れ

な
い
開
拓
者
精
神
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。多
方
面
か
ら
の

知
恵
も
取
り
入
れ
地
域
一
丸
と
な
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を

推
進
し
、さ
ら
な
る
効
率
化
と
高
収
益
化
、雇
用
の
創
出

を
図
る
こ
と
が
、真
の
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
言
え
ま
す
。

植
松　
「
十
勝
の
農
家
は
元
気
で
す
ね
。常
に
上
を
目
指

し
、一
人
で
は
大
変
な
と
こ
ろ
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
て
、

す
ご
い
！
」と
、日
本
中
の
農
業
者
か
ら
う
ら
や
ま
し
が

ら
れ
る
よ
う
な
地
域
を
、オ
ー
ル
十
勝
で
つ
く
り
あ
げ
た

い
。

紺
野　

十
勝
の
活
動
を
発
信
す
る
こ
と
は
、地
域
を
挙
げ

て
一
次
産
品
の
価
値
を
高
め
よ
う
と
活
動
さ
れ
る
全
国

の
皆
さ
ま
の
課
題
解
決
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
の
前
身
、農
林
漁
業
金
融

公
庫
が
帯
広
に
拠
点
を
開
設
し
て
一
〇
年
が
経
ち
ま
す
。

十
勝
の
現
場
に
寄
り
添
い
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。今
後

と
も
、オ
ー
ル
十
勝
で
つ
く
り
あ
げ
る
価
値
、十
勝
ブ
ラ

ン
ド
の
向
上
と
い
う
先
進
的
な
活
動
を
日
本
の
地
方
創

生
に
結
び
付
け
る
意
気
で
日
本
公
庫
は
協
力
、後
押
し
を

し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

表　フードバレーとかち推進協議会の構成団体（41団体）
農林漁業団体
　十勝地区農業協同組合長会
　十勝農業協同組合連合会
　十勝地区森林組合振興会
　十勝管内漁業協同組合長会
商工業団体
　帯広商工会議所
　北海道十勝管内商工会連合会
　帯広物産協会
　北海道中小企業団体中央会十勝支部
　北海道中小企業家同友会とかち支部
　十勝観光連盟
大学・試験研究機関
　帯広畜産大学
　北海道農業研究センター(芽室研究拠点)
　家畜改良センター十勝牧場
　北海道立総合研究機構十勝農業試験場
　北海道立総合研究機構畜産試験場
　公益財団法人とかち財団
金融機関
　帯広銀行協会
　日本政策金融公庫帯広支店
　帯広信用金庫

行政機関
　帯広開発建設部
　十勝総合振興局
　十勝町村会
　帯広市
　音更町
　士幌町
　上士幌町
　鹿追町
　新得町
　清水町
　芽室町
　中札内村
　更別村
　大樹町
　広尾町
　幕別町
　池田町
　豊頃町
　本別町
　足寄町
　陸別町
　浦幌町

「フードバレーとかち」

「食と農林漁業」を柱とした地域経済産業政策の考え方
を総称したもので、2010年に、帯広市長の米沢則寿氏が
産業振興の旗印として提唱。十勝が持つ「価値」を再認
識し、「食」と「農林漁業」を柱とした経済活動で、日本を
代表する大規模畑作酪農地帯・食料供給基地という背
景を活かし「農林漁業を成長産業にする」「食の価値を
創出する」「十勝の魅力を売り込む」という三つの取り組
みを連携、「生産・加工・流通・販売」が結び付いた十勝
型のフードシステムを、オール十勝でつくりあげている。


